
「４－５－３」視座

プロジェクトマネジメントに必要な見方と姿勢

ＢＮＰＤＬ５７０
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内容

１．「４ Relation」 対象連携の捉えかた

２．「５ Ｂｏｘ」 ＷＢＳ・作業の構造

３．「３ Ｖｉｅｗｐｏｉｎｔ」 ＷＢＳ・作業への視点

４．ＷＢＳ・作業フェーズへの視座
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５．「４－５－３」視座の強化



経営（責任組織）

ベンダ
メンバー

ユーザ
プロジェクト

プロジェクト
マネジメント

①

② ③ ④

・ 計画、状況把握

・判断、指示

・指導、支援

１．「４ Relation」 対象連携の捉えかた

Ｐ．１

● プロジェクトの準備から稼動までの全ての作業に、この「４ Ｒｅｌａｔｉｏｎ」の対象と連携がある。
この「４ Ｒｅｌａｔｉｏｎ」を見据えて、プロジェクトマネジメント（計画・指導・判断・指示）が機能する。

・ベンダとユーザを一つの
プロジェクト活動として捉
えることが必要です。
・タスクとスケジュールに
相関性があり、影響し
合っています。
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作業
（WORK）

材料
（INPUT）

成果物
（OUTPUT）

目的
（PURPOSE）

事実・条件
（FACT）

作業の連続性

成果物の継承

①

②

③

④ ⑤

ＷＢＳから作業フェーズ
まで成果物は継承される

２．「５ Ｂｏｘ」 ＷＢＳ・作業の構造

Ｐ．２

ＷＢＳ・作業フェーズ

ＷＢＳ・作業フェーズ

ＷＢＳ・作業フェーズ

● プロジェクトの小さな作業から大きな作業まで、「５ Ｂｏｘ」の構造を持っている。これらの要素
を担当者がしっかり理解し行動することの支援がプロジェクトマネジメントの役割である。

（参照：ダウンロード資料 DL５７５「WBSの作成要領と管理」の「５．ワークパッケージの留意点」）

成果物と作業の品質が
全てである。品質確保
なくして作業を行う意味
も価値もない。
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① 重点管理
・ ＡＢＣ分析を行い、「Ａ」を重点扱い

・ 感情的でなく、合理的に判断

・ 「今、何を」重点に置くか

② 「ゴール」から
見る

・ ゴール（終結）からの逆算

・ スケジュール、コスト、技術から抽出

・ クリティカルパスをゴールから見る

③ 「事実」を
押さえる

・ 課題発見、課題解決策の提示

・ 「４ Ｒｅｌａｔｉｏｎ」による状況把握

・ 「５ Ｂｏｘ」への判断、指導、指示

Ｐ．３

３．「３ Ｖｉｅｗｐｏｉｎｔ」 ＷＢＳ・作業への視点

● プロジェクトマネジャーは大所高所から、リスク要因の排除とプロジェクト状況の把握が最重
要の仕事である。プロジェクトマネジメントを次の視点から行うことが必要である。
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Ｐ．４

３．「３ Ｖｉｅｗｐｏｉｎｔ」 ＷＢＳ・作業への視点

A B

C

D

F

E

G

H

I

完了

「ゴール」から見る、
チェックする
・重点管理の実施
・管理の変更
・途中検証の実施
・問題作業の発見

「事実」を見る
・成果物の品質
・次作業への有効性
・ユーザの承認要否

「重点管理」を行う
①量の側面
・範囲の広さ、深さ

②質の側面
・未知、未実績・・・

③時間の側面
・調査分析、検証・・・

● ＷＢＳと作業ごとに、作業の持っている特性と作業パスを考慮する。

● 「木を見て、森を見る」「森を見て、木を見る」の全体観も持つ。

● クリティカルパス（リスクの高い作業順序）にあるＷＢＳと作業を注視する。

ＷＢＳ（作業パス）の例

→ 確かな時間と工数の
あるタスクに落とせる
かが重要である!
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● 「成果物」

・ 次ＷＢＳへの引渡し
・ 作業フェーズの連携
・品質保証

● 「材料」「目的」「事
実・条件」の理解

● 「作業」特性

・ 既知/未知、経験有無
・調査要否、工数換算
・ユーザ依存

ＷＢＳ・作業

① 重点管理

② ゴール

③ 事実

① 経営

３ Ｖｉｅｗｐｏｉｎｔ５ Ｂｏｘ４ Ｒｅｌａｔｉｏｎ

視点対象

Ｐ．５

４．ＷＢＳ・作業フェーズへの視座

● プロジェクトのＷＢＳと作業フェーズは独立しているのでなく、他のＷＢＳと作業フェーズとの関
係がある。このことを考慮した「視座」がプロジェクトマネジメントに必要不可欠である。

② リーダ・
メンバー

③ ベンダ
メンバー／
ユーザ間

④ ユーザ
プロジェクト
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Ｐ．５

５．「４－５－３」視座の強化
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プロジェクト
案件 行動

失敗

成功 体感
実感

体得
経験
知識
思考反省・学習

プロジェクト活動の実体験！

このサイクルを数多く回す！（場数）

● 「プロジェクトマネジャ－としての目標」を持つ

● プロジェクト完了時点で「成功・失敗要因」から学ぶ

● 成功/失敗を糧にして、このサイクルを回す

目標を持つ！

（参考－「失敗学のすすめ」 著：畑村洋太郎）

● 「４－５－３」視座の強化は自己学習をベースにして、つぎのようなサイクルを身に付け責任
転嫁をせず自己目標を持って続けることにある。


